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区分
議案 
番号

▼議案審議一覧 
５月２日（木）  全案可決

議決 
結果

承認 ２ 
専決処分の承認を求めることについて（町税条例の一部を改正する条例）

【概要】税制改正に伴い、本条例に所要の改正を行うもの
承認 

承認 ３ 

専決処分の承認を求めることについて（原子力発電施設等立地地域における固
定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例） 

【概要】減収補填制度改正に伴い、本条例に所要の改正を行うもの

承認 

承認 ４ 

専決処分の承認を求めることについて（国民健康保険税条例の一部を改正する

条例）
【概要】税制改正に伴い、本条例に所要の改正を行うもの

承認 

承認 ５ 

専決処分の承認を求めることについて（承認地域経済牽引事業のために設置さ
れる施設に係る固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例）

【概要】減収補填制度改正に伴い、本条例に所要の改正を行うもの

承認 

承認 ６ 
専決処分の承認を求めることについて（令和６年度一般会計補正予算（第８号））

【概要】歳出では、ふるさと応援寄附基金積立金及び子どものための教育・保育給付費を

増額するもの

承認 

議案 ４２ 
水槽付消防ポンプ自動車（下田第５分団）購入契約の締結について

【概要】木ノ下地区下田第５分団に配置している消防ポンプ自動車の老朽化に伴い、水槽

付きの車両に更新するもの

可決 

５月

臨時会 

令和７年第１回臨時会は５月２日に開かれ、承認５件、議案１件が

審議され、いずれも原案のとおり可決しました。

令和６年度一般会計補正予算（第８号）は歳入歳出

予算額に１，３２７万円を増額し、予算の総額を１３３億

１7 万８千円としました。

【承認第２号】 

専決処分の承認（町税条例の一部を改正する条例） 

問 これまで普通免許で５０㏄のバイクに乗れた。こ

の改正により、普通免許で１２５㏄のバイクに乗れ

るという解釈でよいか。   （楢山
ならやま

忠
ただし

議員）

答 普通免許で１２５㏄のバイクに乗れるが最大出力

が４ｋｗ以下に制限された新基準原付に限る。これ

までの出力制限のない１２５㏄のバイクには二輪免

許が必要である。

【議案第４２号】 

水槽付ポンプ自動車（下田第５分団）購入契約 

問 ３０年以上経過したから更新するのか。また、三

沢市、東北町の消防団には水槽付ポンプ自動車は 

配置されていないが、おいらせ町では６台目を 

購入する。高額な水槽付ポンプ自動車は必要か。 

（小笠原
お が さ わ ら

伸也
し ん や

議員）

答 現在は稼働しているが老朽化が進んでいるため

故障の危険性を考え更新する。近隣の市町村とは

地形、消防署（施設）の設置数、消防水利等の条件

が違う。当町の水利施設が足りない住宅街では水

槽付は有効と考え配置する。 

問 高額な契約について、入札の在り方を見直しで

きないものか。メーカーと直接やりとりできれば

効率的と思うが。     （西館
にしだて

芳信
よしのぶ

議員）

答 町の入札は２年に１回、入

札参加資格の申請を受け

付けており、その中で契約

内容に合う業者を指名して

入札を執行している。町か

ら直接メーカー等に問い合

わせというのは難しい。

【案件２】 

ネーチャーセンター白鳥の家の指定管理者制度導

入について

問 公募は行わず町観光物産協会を候補者に選定

するとの説明だが、選定する団体をプロポーザル

審査委員会で審査する理由は。 

         （川口
かわぐち

弘
ひろ

治
じ

議員）

答 イベントの企画・運営だけでなく施設管理や白鳥

愛護活動等、町が提示する業務を遂行できるか

確認するためにも、協会から計画等を提出していた

だき、審査会で判断する。 

▲白鳥の家 

令和７年第２回 議 員 全 員 協 議 会 令和７年５月１９日（月）

開 催

全員協議会とは、町政に関する重要な事件や町議会内部の事項について報告・協議するため必要に応

じて開かれます。第２回では４件の案件について説明がありました。

案件 ▼案件一覧

１ 新庁舎建設事業について

２ ネーチャーセンター白鳥の家の指定管理者制度導入について

３ 国民健康保険おいらせ病院基本構想・基本計画の策定について

４ 委員の選任について

【現状と課題】
白鳥の家は平成６年３月に間木堤のほとりに設置された観光施設です。かつては野鳥観察会や白鳥フ

ォーラム等のイベントが開催され年間を通して来館者がありましたが、ここ数年は白鳥が飛来する冬期

間がメインで来館者数も減少しており、施設のポテンシャルを十分に発揮できていません。

【指定管理者制度導入による効果】

多様化するニーズに効果的・効率的に対応し、特産品販売やカフェ等による物販が可能となることか

ら、観光施設としての機能を高めることができます。また経費の節減や町業務の軽減も見込まれます。

【指定管理者の選定】

公募はしないで、一般社団法人おいらせ町観光物産協会を候補者として選定します。

公募しない理由として、当町において白鳥の存在は重要であり白鳥愛護活動等は地元をよく知る者に

よる運営が求められること、今後も安定した行政サービスの向上と管理運営、町の「稼ぐ観光」振興実

現のため、協会が適していると判断しました。

今回は『案件２ ネーチャーセンター白鳥の家の指定管理者制度導入について』を

ピックアップして掲載します。

指定管理者制度って？

自治体が民間事業者等に公共施設の管理運営を委託する制度で、おいらせ町

では令和２年度から、みなくる館や児童センター等で導入しています。

事業者は施設の管理権限を持って自主運営が可能になることから、事務の効

率化やノウハウを活かした事業が期待できます。
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令和７年度
６月の主な一般会計補正予算（第１号）

特別会計／公営企業会計　補正予算
特別会計

議会組織の変更  
〇 所 管 事 務 〇

【総務文教常任委員会】
委 員 長 平　野　敏　彦
副委員長 佐々木　　　勝
委 員 吉　村　敏　文

川　口　弘　治
柏　﨑　　　勉
沢　尾　宏　之
大　浦　陽　子

【産業民生常任委員会】

議員辞職

委 員 長 楢　山　　　忠
副委員長 小　向　幸　祐
委 員 松　林　義　光

西　館　芳　信
日野口　和　子
木　村　忠　一
澤　上　　　訓
小笠原　伸　也

国民健康保険（第１号） △196万2千円

介護保険（第１号）

後期高齢者医療（第１号）

人事異動に伴う人件費の補正 

人事異動に伴う人件費の補正 

人事異動に伴う人件費の補正 

445万2千円

△288万8千円

23億9,891万8千円

24億3,420万8千円

3億878万9千円

特
別
会
計

補正総額 補正後予算総額 歳出の主な内容

歳入歳出予算額に８，５８８万４千円を増額し、予算の総額を１２４億８８万４千円としました。 

補正額 3,013万６千円
補正後 2億5,944万９千円

川口保育園
整備費補助金 

町道整備
測量設計委託料 

公園施設管理
業務等委託料

町営住宅
解体工事費 

国庫支出金交付基準額の
増額改定

補正額 ９10万円
補正後 3,330万１千円

町道中野平・三沢線交差点
改良の予備設計業務委託
料を追加

補正額 341万円
補正後 8,107万２千円

三田児童公園支障木の伐
採業務委託料を追加

新設 917万４千円

町営住宅向山団地３軒の
解体工事費及び給水管撤
去工事費 

※千の位を四捨五入しています。 

 総務文教常任委員会 …総務、企画、
財政、税務、出納、監査、選挙、教育文
化、その他の常任委員会に属しない
事務

おいらせ町には２つの常任委員会があり、議員は必ずどちら
かの委員会に所属します。委員の任期は２年で、５月に任期満
了したことに伴い、今定例会において新たに選任されました。 
それぞれの委員会は町の事務に関する調査や議案、請願、陳情
などの審査を行います。 

 産業民生常任委員会 …農林、水産、
畜産、商工観光、土木、建築、都市計
画、上下水道、民生、保健、福祉、環境、
病院事務、その他産業民生に関する
事務

議会選出一部事務組合議会議員による派遣報告

十和田地域広域事務組合

派遣議員

澤 上    訓
さわ か み 　 　  　 さとし

【構成市町村】
十和田市・六戸町・五戸町・
新郷村・おいらせ町

『ごみ』、『火葬』、『し尿』に関する業務を
行っている一部事務組合

　一部事務組合とは、市町村が行う仕事の一部を複数の市町村が共同で行う
ことを目的として設置された行政機関です。
　６月定例会において、私たちの生活に関わりがある各広域事務組合等に派
遣されている３名の議員より事業報告がありました。

会計報告 令和７年度当初予算

・町負担額の合計は約３億154万円
前年度比293万円の増

会計

一般
清掃
衛生
火葬

総予算額

7,296
12億3,577

1億7,818
6,445

町負担額

679

（万円）

2億4,942
3,314
1,219

町負担額
前年比

△5
△273

197
111

上北地方教育・福祉事務組合

派遣議員

西 館   芳 信
にしだて　　　　よしのぶ

【構成市町村】
十和田市・三沢市・七戸町・
東北町・横浜町・野辺地町・
六戸町・六ケ所村・おいらせ町

『知的障がい者施設等の管理及び運営』に
関する業務を行っている一部事務組合

八戸地域広域市町村圏事務組合
『消防』、『介護福祉等』に関する業務を

行っている一部事務組合

会計報告

業務報告

令和７年度当初予算
歳入歳出　７億3,194万円

・令和６年第２回臨時会（R6.10.29）
・令和７年第１回定例会（R7.2.14）
・令和７年第１回臨時会（R7.5.22）

課題
・物価高騰に伴う運営費の増大
・施設設備・機械機器の老朽化、小川原湖

青年の家などの長寿命化

派遣議員

平 野   敏 彦
ひらの 　 　 　  　としひこ

【構成市町村】
八戸市・階上町・五戸町・南部町・
三戸町・田子町・新郷村・おいらせ町

会計報告 令和７年度当初予算
歳入歳出 84億4,600万円

総　務　費
（万円）町分担金及び負担金

164
民　生　費 594
消　防　費 ３億3,384
公　債　費 2,584
合　　　計 ３億6,726
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令和７年度
６月の主な一般会計補正予算（第１号）

特別会計／公営企業会計　補正予算
特別会計

議会組織の変更  
〇 所 管 事 務 〇

【総務文教常任委員会】
委 員 長 平　野　敏　彦
副委員長 佐々木　　　勝
委 員 吉　村　敏　文

川　口　弘　治
柏　﨑　　　勉
沢　尾　宏　之
大　浦　陽　子

【産業民生常任委員会】

議員辞職

委 員 長 楢　山　　　忠
副委員長 小　向　幸　祐
委 員 松　林　義　光

西　館　芳　信
日野口　和　子
木　村　忠　一
澤　上　　　訓
小笠原　伸　也

国民健康保険（第１号） △196万2千円

介護保険（第１号）

後期高齢者医療（第１号）

人事異動に伴う人件費の補正 

人事異動に伴う人件費の補正 

人事異動に伴う人件費の補正 

445万2千円

△288万8千円

23億9,891万8千円

24億3,420万8千円

3億878万9千円

特
別
会
計

補正総額 補正後予算総額 歳出の主な内容

歳入歳出予算額に８，５８８万４千円を増額し、予算の総額を１２４億８８万４千円としました。 

補正額 3,013万６千円
補正後 2億5,944万９千円

川口保育園
整備費補助金 

町道整備
測量設計委託料 

公園施設管理
業務等委託料

町営住宅
解体工事費 

国庫支出金交付基準額の
増額改定

補正額 ９10万円
補正後 3,330万１千円

町道中野平・三沢線交差点
改良の予備設計業務委託
料を追加

補正額 341万円
補正後 8,107万２千円

三田児童公園支障木の伐
採業務委託料を追加

新設 917万４千円

町営住宅向山団地３軒の
解体工事費及び給水管撤
去工事費 

※千の位を四捨五入しています。 

 総務文教常任委員会 …総務、企画、
財政、税務、出納、監査、選挙、教育文
化、その他の常任委員会に属しない
事務

おいらせ町には２つの常任委員会があり、議員は必ずどちら
かの委員会に所属します。委員の任期は２年で、５月に任期満
了したことに伴い、今定例会において新たに選任されました。 
それぞれの委員会は町の事務に関する調査や議案、請願、陳情
などの審査を行います。 

 産業民生常任委員会 …農林、水産、
畜産、商工観光、土木、建築、都市計
画、上下水道、民生、保健、福祉、環境、
病院事務、その他産業民生に関する
事務

議会選出一部事務組合議会議員による派遣報告

十和田地域広域事務組合

派遣議員

澤 上    訓
さわ か み 　 　  　 さとし

【構成市町村】
十和田市・六戸町・五戸町・
新郷村・おいらせ町

『ごみ』、『火葬』、『し尿』に関する業務を
行っている一部事務組合

　一部事務組合とは、市町村が行う仕事の一部を複数の市町村が共同で行う
ことを目的として設置された行政機関です。
　６月定例会において、私たちの生活に関わりがある各広域事務組合等に派
遣されている３名の議員より事業報告がありました。

会計報告 令和７年度当初予算

・町負担額の合計は約３億154万円
前年度比293万円の増

会計

一般
清掃
衛生
火葬

総予算額

7,296
12億3,577

1億7,818
6,445

町負担額

679

（万円）

2億4,942
3,314
1,219

町負担額
前年比

△5
△273

197
111

上北地方教育・福祉事務組合

派遣議員

西 館   芳 信
にしだて　　　　よしのぶ

【構成市町村】
十和田市・三沢市・七戸町・
東北町・横浜町・野辺地町・
六戸町・六ケ所村・おいらせ町

『知的障がい者施設等の管理及び運営』に
関する業務を行っている一部事務組合

八戸地域広域市町村圏事務組合
『消防』、『介護福祉等』に関する業務を

行っている一部事務組合

会計報告

業務報告

令和７年度当初予算
歳入歳出　７億3,194万円

・令和６年第２回臨時会（R6.10.29）
・令和７年第１回定例会（R7.2.14）
・令和７年第１回臨時会（R7.5.22）

課題
・物価高騰に伴う運営費の増大
・施設設備・機械機器の老朽化、小川原湖

青年の家などの長寿命化

派遣議員

平 野   敏 彦
ひらの 　 　 　  　としひこ

【構成市町村】
八戸市・階上町・五戸町・南部町・
三戸町・田子町・新郷村・おいらせ町

会計報告 令和７年度当初予算
歳入歳出 84億4,600万円

総　務　費
（万円）町分担金及び負担金

164
民　生　費 594
消　防　費 ３億3,384
公　債　費 2,584
合　　　計 ３億6,726
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　一般質問とは、年４回の定例会で行われ、議員
が町の執行機関に対し、事務の執行状況や将来の
方針について、所信や疑問をただすことです。現
行の政策を見直し、あるいは新規の政策を採用さ
せるなどの目的効果があります。
　６月定例会では５人の議員が登壇し、質問を行
いました。ここでは、質問と答弁を要約した内容
（９頁から13頁まで）を登壇順（質問順）にお
知らせします。

一 般 質 問

※一問一答方式の場合、６０分の制限時間内で
あれば質問の回数に制限はありません。
「ぎかいだより懸橋」では、質問した議員が原
稿を作成しており、スペースの都合上、質問と
答弁を要約しています。

※会議録は議会事務局（本庁舎３階）または町
ホームページで閲覧できます。また、本会議場
で傍聴することもできます。

ページ 議員（質問順） 主な質問項目

９ 佐
さ

々
さ

木
き

勝
まさる

　議員
・災害時の避難所対策について問う

・公園施設長寿命化計画について問う

１０ 平
ひら

野
の

敏
とし

彦
ひこ

　議員

・農地適正利用の地域計画について問う

・発達障がいの早期発見対策を

・町職員に対するカスハラ対策は

１１ 楢
なら

山
やま

　　忠
ただし

　議員

・町指定記念樹の管理について問う
・和式トイレを洋式トイレに
・公共施設解体の見通しについて問う
・井戸水の分析管理について問う

１２ 西
にし

館
だて

芳
よし

信
のぶ

　議員
・奥入瀬川下流の防波堤整備について問う

・甲洋小学校地区の歩道標識について問う

１３ 小
お

笠
がさ

原
わら

伸
しん

也
や

　議員

・役場の窓口サービスについて問う

・スマートポスト導入後の効果は

・町内会の在り方について問う
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避難所設備と備蓄について問う

佐
さ

々
さ

木
き

勝
まさる

　議員

公園施設長寿命化計画について問う

問　　令和7年予算に公園施設長寿命化計画策定調査業

務委託料として３千３百万円の予算が計上されたが調

査委託の内容（下田公園、いちょう公園、海浜公園）に

ついて、公園別にどういう調査をするのか伺う。

答　　今年度実施する調査は、対象となる公園内施設の劣

化や損傷の状況、安全性などの点検調査を行う。

問　　調査後の計画予定を伺う。

答　　健全度はＡからＤまでの４段階での評価となり、Ａ判

定は健全、Ｄ判定に向かって劣化という判定となる。次

年度以降の計画としては、劣化が進行している

Ｄ判定の施設を優先

し、改修など対応してい

く予定としている。

災害時の避難所対策について問う

問　　近年気象状況の不安定で、昨年の夏は猛暑、今年の

冬は津軽方面は大雪に見舞われ、りんごの木などに大

きな影響がでており、今後も青森県のみならず全国何

処でどのような災害が起こるか未知である。行政として

も常に緊張感をもった災害避難対策が必要とされる。

　　昨年８月１１日（日）、台風５号大雨の影響で避難所

が下田中学校、いちょう公園体育館に開設された。避

難所の開設決定の経緯について伺う。

答　　十和田湖や奥入瀬川沿線及び三八地域にも線状降

水帯が発生し、相当量の集中豪雨が奥入瀬川、馬淵

川、五戸川の上流で予想されるとの情報を受けて、まち

づくり防災課は、午後５時過ぎに参集した。情報収集の

うえ、１１日深夜から１２日早朝にかけて、警戒レベル４

にも達する豪雨被害の可能性があると判断し、午後６

時半、万が一を考慮し、警戒レベル２程度の自主避難

所２か所を、風雨の強くなる前の午後８時から開設する

ことを決定した。

問　　下田中学校、いちょう公園体育館へ避難されて来た

方は何人か伺う。

答　　下田中学校体育館には、２世帯４名、いちょう公園体

育館には、４世帯７名、合わせて６世帯１１名が避難され

た。

問　　いちょう公園体育館の備蓄品内訳と数量、何人位を

想定しているか伺う。

答　　いちょう公園体育館には、体育館ばかりでなく、周辺

の一般避難所で使用する備蓄品の一部を収容してい

る。　その内訳は、アルファー米７００食、毛布　１，１００

枚、段ボールパーテーション５００枚、段ボールベット

１００台。

　　また、想定避難者

数は、通常時で６４０

人、最大時で８６０人

となっている。

▲体育館内に保管している備蓄品

問　　大きな災害時の避難所としていちょう公園体育館は

避難者を多く収容できるが、そういう時一番不便を感じ

るのがトイレである。体育館内のトイレの内訳（男女別）

車いす用、手すり等の設備状況を伺う。

答　　いちょう公園体育館のトイレは、男性用、女性用、障害

者用の３つに分かれている。

　　その詳細は、男性用は、小用５基、洋式１基、和式１

基。女性用は、洋式３基、和式１基。障害者用は洋式で

手摺も設置されており、車いすの方でも入って利用でき

るトイレとなっている。

　　なお、体育館内のトイレは、利用者の利便性を高める

ため、平成３０年度に和式トイレの洋式化及び温水洗浄

機能付き便座への改修工事を行っている。

問　　いちょう公園体育館内トイレ及び体育館前のトイレの

改修、建て替えの予定はあるか伺う。

答　　現時点で、いちょう公園体育館内及び体育館前のト

イレについては、改修、建て替えの予定はない。

　　いちょう公園内には、多少距離はあるが、　ご質問の

個所以外にも使用できるトイレが４か所あり、災害など

の緊急時には、そのようなトイレの利用が可能。
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農業を次世代に引き継ぐ対策を

平
ひら

野
の

敏
とし

彦
ひこ

　議員

農地適正利用の地域計画について問う

問　　「地域計画」について農家の意見、将来の課題は。

答　　高齢化や後継者不足による担い手の不足、耕作放

棄地の増加への懸念、区画が農業機械の大型化に適

さないなどが挙げられた。

問　　地域計画の公開の詳細と時期について。

答　　目標地図と併せて３月３１日に町ホームページに掲

載している。

問　　高齢化による「耕作放棄地」予備軍対策と地域計画

での取り組みは。

答　　農地中間管理機構が農地の出し手と受け手の仲介

役として、農地の集積や集約化を進めている。

問　　農業人口の減少や離農といった課題の取り組みは。

答　　農業人口の減少は、これといった有効な対策を見いだ

せていないのが現状。地域外の認定農業者の受け入れ、

農福連携の取り組みへの検討など、県や町内の農業経

営士などと連携を図りながら農業後継者や新規就農者

の確保・育成に努めることとしている。

発達障がいの早期発見対策を

問　　発達障がいの早期発見に有効な「５歳児健診」は任

意となっており、20２３年度に行った自治体は１４％にと

どまるとあった。町の実態は。

答　　小学校就学前における発達障がいの早期発見と早

期対応を目的とした健診で、実施に向けて検討してい

るが、職員の業務量と事業費の増加のみならず、町の

専門職以外の人員確保が大きな課題となっている。

問　　健診は地域の保健センターなどで原則無料で受けら

れるとあるが、町の周知方法と受診者の把握は。

答　　町では５歳児健診は実施していないが、発達相談事

業と精神発達精密健康診査事業を独自で実施してお

り、３歳児以降の対象児について、いずれも無料で受診

することができる。

町職員に対するカスハラ対策は

問　　カスタマーハラスメント（カスハラ）が社会問題化する

中、自治体職員も暴言や中傷に悩まされており、住民が

高圧的な態度をとるケースが多いと報道されている。当

町の実態は。

答　　当町においても、実際にカスタマーハラスメントに該

当すると思われる事例が見受けられることから、現在、

対策に向けた取り組みを進めている。

　　５月に職員を対象にアンケート調査を実施。その結果

によると、大声で威圧するなどの乱暴な言動や同じ内

容を繰り返すクレーム、行政手続きに係る不当な要求な

どの事案が確認されている。

問　　カスハラが起きる可能性がある部署に、通話内容を

録音できる装置を設置する考えは。

答　　今年度中に職場

アンケート結果を踏

ま え て 対 応 策 を ま

とめる予定。その中

で、現行電話機での

通話録音機能の追

加可否も含めて検

討していく。

問　　こども家庭庁は２０２８年度までに全国１００％実施を

目指すとしている。発達障がいの早期発見により、本人

や家庭の困りごとを減らすことにつながることから、５歳

児健診を実施する考えはないか。

答　　令和８年度から実施する予定としているが、町の専門

職以外の人員確保など、町だけでは解決できない課題

も多くあるため、関係機関と連携・協力しながら実施に

向けて検討していく。

問　　町こども計画では５歳児健診をどのように位置づけ

ているのか。

答　　計画における位置づけについて「５歳児健診の検討」

を掲げ、母子保健法に基づき健診の実施を目指すとして

いる。
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町指定記念樹の管理は適切か

楢
なら

山
やま

忠
ただし

　議員

公共施設解体の見通しについて問う

問　　町内公共施設で、今後解体しなければならない物件

と予算と財源は。

答　　解体する主だった物件は、来年度実施予定の木ノ下

中学校講堂で、工事費約8千万円、財源は国庫支出金

３分の１、残額は一般財源を予定している。

　　実施時期未定のものでは、旧深沢地区生活会館で、

工事費約１千万円、地方債９０％、残額は一般財源を見

込んでいる。

問　　総務省は公共施設解体の負担軽減として、交付税で

支援する制度を考えていると聞くが、その内容の把握と

活用する考えは。

答　　令和７年度の改正で、公共施設の集約化・複合化に

伴う施設の解体費用は、元利償還金の３０％から50％

を交付税措置する内容になっているので、活用していき

たい。

井戸水の分析管理について問う

問　　町内北部で井戸水を使用している戸数と、浄化槽設

置戸数は。

答　　既存の資料がなく把握できないが、近い数字として、

県の検査機関への浄化槽検査依頼数として、木ノ下小

学校区で１，８８６件となっている。

問　　井戸水利用者が業者に分析依頼した結果、有害物

質が検出された。過去に使用された農薬が大地に浸透

した結果で除去は難しいとのこと。

　　町として一度分析して対策を検討する考えは。

答　　現在、町として検査

分析、対策は考えてい

ない。個別での検査等

相談がある場合は、町

民課分室へ連絡いた

だければ県などの関係

機関へ案内する。

町指定記念樹の管理について問う

問　　町には百石地区根岸の日本一の大樹「大銀杏」が

あるが、他に町指定の記念樹は何か所あるのか。また、

その中に県、国指定の樹木はあるか。

答　　現在、１３本の樹木が町指定の天然記念物として登

録されている。その中に国、県指定はない。

問　　指定記念樹の管理、例えば樹木を表示する標柱

が朽ち果て、倒れている場合の管理整備は誰が行う

のか。

答　　基本的に樹木の所有者が行っているが、町内会管理

もある。標識や看板が腐敗などで倒れた場合は、町が

修繕、維持管理に努めている。

問　　根岸の大銀杏以外の指定記念樹を町の観光資源と

して活用する考えはないか。

答　　町指定樹木は、貴重な文化的遺産であり、適切に保

護し後世に継承することが重要である。観光資源として

活用せず、見学要望に対応するなど文化財として歴史

的価値を守っていく活動を継続する。

和式トイレを洋式トイレに

問　　下田公園間木堤の白鳥監視小屋の男子トイレは大

便器が和式であり、観察に訪れる男子児童生徒が困

惑しているが、洋式便器に変える考えはないか。

答　　だれでも利用できる多目的トイレに洋式便器が設置

されていること、白鳥が飛来する冬期間の利用が主で

あることなどから、現在は洋式便器への改修は計画して

いない。今後、観光客が増加し、一層の需要が高まれば

改修を検討する。

▲間木稲荷神社内の倒れた標柱
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防波堤のかさ上げ事業について問う

西
にし

館
だて

芳
よし

信
のぶ

　議員

奥入瀬川下流域の防波堤整備について問う

問　 かつて、県が防波堤のかさ上げを堀切川地区住民に

明らかにしながら、いまだに未実施の箇所がある。町と

県の認識、事業の可否を問う。

　　県がかさ上げを明らかにした事実の概要を町は把握

しているか。

答　　県が地震高潮対策として、堤防かさ上げ等を決定し

たのは平成２４年度で、事業区間は百石漁港付近から

堀切川地区の墓地付近まで。

　　堤防のかさ上げ区間は百石漁港から水管橋付近ま

でで、残りの区間は堤防の補強のみの計画。平成２５年

度には地元説明会を開催したので、県の事業の内容は

把握しているが、補強部分のかさ上げを地区住民に話

した記録は無い。

問　　それでは今後、堀切川墓地付近までのかさ上げ実現

の可能性は無いのか。

答　　当該事業のかさ上げ、補強工事は令和３年度に全て

完了しており、今後、新たなかさ上げの計画は無いと県

から聞いている。

甲洋小学校地区の歩道標識について問う

問　　懸案の甲洋小地区通学道路の歩道拡幅事業が一

段落したようだ。これと同時に、自転車通学児童の歩道

通行について地区住民に戸惑いが生じていることにつ

いてお尋ねしたい。

　　この国道３３８号の歩道拡幅事業の名称、施工区間、

供用の時期は。

答　　事業名称は「国道３３８号　交通安全施設等整備事

業」、施工区間は１期工区が甲洋小付近からＮＴＴ東日

本　二川目電話交換所付近まで、２期工区が以北の三

沢市境まで。

　　供用時期は１期工区が平成２３年度、２期は現時点

では令和９年と聞いている。

問　　歩道の自転車通行は３ヶ月以下の懲役、又は５万円

以下の罰金が科される恐れがあることを危惧している

地区住民の存在を町は把握しているか。

答　　把握していない。

問　　この危惧の要因は「自転車通行可」の標識が一

川目１丁目以北から三沢市境まで３３８号の歩道に

唯の１基も無いことと思う。この区間への標識設置、

設置後の通学児童の交通教育と現状改善策をどう

考えるか。

答　　自転車の歩道通行にはいくつか例外規定があり、

標識等により普通自転車が通行可とされた場合の

他、児童及び幼児、７０歳以上の場合等は通行可能。

従って、町としては標識設置の要望をしながらも、この

ことを学校を通じて保護者等に周知するとともに、児

童には交通安全教室等で自転車の乗り方を指導し

ていきたい。

　　教育委員会では今回の道路交通法改正に伴い、

これまでの自転車の歩道通行が制限されると考え、

「自転車通行可」の標識の設置要望の方法を関係

機関と確認中である。

　　来年４月に予定されている自転車の交通反則通

告制度の運用開始に対しては、教職員の交通ルール

の再確認を行うとともに、これまで同様、学校での児

童生徒への交通指導及び保護者への周知を図って

いきたい。▲補強工事が完了した堀切川地区

▲かさ上げした百石漁港の堤防
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窓口サービスの在り方について問う

小
お

笠
がさ

原
わら

伸
しん

也
や

　議員

スマートポスト導入後の効果は

問　 デジタル郵便サービス「スマートポスト」（※１）導入に

よる郵送費の削減は、どの程度達成されているのか伺う。

答　　令和６年度は、システムの操作方法の確認を含め、

実証的にスタートしている。本格的な運用には至ってお

らず、郵送費の削減効果は限定的である。

（※１）デジタルＩＤ「ｘＩＤアプリ」と連携し自治体から住民への通
知をデジタル化することができるデジタル郵便サービス

役場の窓口サービスについて問う

問　　３月下旬と４月上旬の４日間、受付窓口開庁時間を

延長して転入転出時期に伴う混雑緩和に対応してい

る。期間中に対応した町民の人数や評判を伺う。

答　　受付窓口開庁時間を延長した結果、全体で１６件の

手続きがあった。

問　　「待ち時間の解消」や「複数の窓口」に用件がある

場合」の対応を伺う。

答　　窓口では、待ち時間を短縮させるため、複数職員で対

応を実施。また、複数用件があるか確認をして、時間がか

かるようなときには、手続きが終わる前に他課へ案内し、

複数手続きを平行して進めている。

問　　五戸町は、総合窓口を設け各種証明書交付を窓口

一つで実施し、手続き時間を大幅に改善している。当町

も実施しないか伺う。

答　　総合窓口導入にあたっては、マイナンバーカード等

を利用した窓口手続きの電子化をはじめ、窓口業務改

革、人員体制や事務分担を見直し、関連システム機器

整備等、相応の調整が必要となる。

　　まずは町が目指す窓口の在り方を整理することが大

切であり、DX推進の取り組みと併せて検討していくこと

になると考える。

問　　受付番号表示を始め、待ち時間がわかるシステムを

導入しないか伺う。

答　　混雑時は番号札を用いて順番に案内することを伝えて

理解を得ている。待ち時間については手続き内容により長

短があるため、時間がわかるシステムの導入予定は無い。

町内会の在り方について問う

問　　町内会加入率はいくらか。また、町の支援事業はどの

ような種類があるのか。

答　　加入率は、令和６年度末現在で、６４.２％となってい

る。支援事業は、(1)まちづくり活動支援事業助成金、

(2)コミュニティ助成事業、(3)集会所維持管理助成

金、(4)街灯設置等補助金等、１６項目がある。これら

は、毎年度、内容や手続きを冊子にまとめ、各町内会長

に配付している。また、書類作成の支援等もしている。

問　　町内会が消滅した場合、どのように行政は町民と連

携するのか。民生委員は確保できるのか伺う。

答　　町内会が消滅しないように組織運営に係る支援や相

談体制を敷きながら、連携を継続していきたい。また、民

生委員ほか各種委員の確保が、ますます厳しい状況にな

る。町も間に入って、活動の一時休止や近隣の町内会と

の統合などの協議を行う。

問　　町内会に依頼のある緑の羽根募金は、税金の寄附

金優遇措置の対象となるのか伺う。

答　　「緑の募金」は、一人あたりの募金額のうち２千円を

超えた分が所得税申告の際に寄附金控除の対象とな

る。申告する際は、青森県緑化推進委員会からの領収

書が必要。募金で領収書が必要な場合は、対象者の名

前と寄附金額を窓口となる農林水産課まで連絡し、併

せて寄附者本人が直接電話で、青森県緑化推進委員

会に領収書の発行を申し出る。

問　　「地域担当職員制度」を実施しないか伺う。

答　　「まちづくり防災課」が町と町内会のパイプ役の機能

を担い、必要があれば地域での懇談会を開催するなど、

これまでも柔軟に対応しているため制度を導入する考え

はない。

問　　業務の効率化や住民サービス向上につながっている

のか伺う。

答　　コスト面では、郵送費や人件費の削減が図られ、時

間的には、印刷や封入を省くことができる。さらに郵送

より早く通知を受け取れるメリットもあるが、いずれにし

ても実証段階である。
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